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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 は さ み （ １ ２ ， １ ４ ， １ ６ ） の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 各 前 記 は さ み は 、 締 結 要 素 （ ２ ２ ） に よ り 互 い に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ の 刃 （ １ ８  
） お よ び 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） を 備 え 、
　 各 前 記 刃 は 、
第 １ の 端 （ ２ ４ ） お よ び 前 記 第 １ の 端 と は 反 対 側 に あ る 第 ２ の 端 （ ２ ６ ） と 、
　 　 前 記 第 １ の 端 （ ２ ４ ） に 向 か っ て 延 び 、 切 断 要 素 を 構 成 す る 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と 、
　 　 前 記 第 ２ の 端 （ ２ ６ ） に 向 か っ て 延 び 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ  
た 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 を 備 え 、
  前 記 方 法 は 、
　 少 な く と も １ つ の 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２  
８ ） と 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部  
分 （ ２ ８ ） と を 、 互 い に 異 な る 形 状 に 形 成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １  
２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） の 大 き さ 、 形 、 外 側 寸 法 、 お よ び  
外 縁 の 輪 郭 線 が 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （  
２ ８ ） と は 異 な る 、 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 前 記 第 ２ の は  
さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と を 、 互 い に 同 一 の 形 状 に 形 成 す  
る ス テ ッ プ と 、

請求項の数　4　（全10頁）
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  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と 、 前 記  
第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と を 、 互 い に 異  
な る 形 状 に 形 成 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０  
） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） の 大 き さ 、 形 、 外 側 寸 法 、 お よ び 外 縁 の 輪 郭 線 が 、 前 記 第 ２  
の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と は 異 な る 、 ス テ ッ  
プ と 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 前 記  
第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と を 、 互 い に 同  
一 の 形 状 に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
  全 て の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 第 １ の 端 （ ２ ４ ） ま で  
延 び 、 か つ 、 全 て の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 第 ２ の 端 （  
２ ６ ） ま で 延 び る よ う に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
  全 て の 前 記 第 ２ の 部 分 が 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 射 出 成 形 す る た め に 形 成 さ れ た 中 子 （ ３  
４ ） を 備 え る よ う に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） を 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 す る ス テ  
ッ プ 、 お よ び ／ ま た は 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） を 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 す る ス テ  
ッ プ と 、
  異 な る 種 類 の は さ み の 全 て の ハ ン ド ル が 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ る よ う に 、 前 記 異 な る 種  
類 の は さ み の 製 造 に あ た り 、 同 じ 製 造 方 法 お よ び 同 じ 製 造 器 具 を 用 い て そ れ ぞ れ の 前 記 中  
子 （ ３ ４ ） に ハ ン ド ル を 射 出 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） が 触 点 （ ３ ２ ） を 備 え る よ う  
に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 ２ 枚 の 前 記 刃 （ １ ８ ， ２ ０ ） が 互 い に 接 し て 回 転 す る と き 、 各 前 記 は さ み （ １ ２ ， １ ４  
， １ ６ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 と 、 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２  
） と が 擦 れ 合 う よ う に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） を 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 す る ス テ  
ッ プ 、 お よ び ／ ま た は 、
　 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） を 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 す る ス テ  
ッ プ と 、 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み （ １ ２ ， １  
４ ， １ ６ ） で あ っ て 、
  前 記 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み （ １ ２ ， １ ４ ， １ ６ ） が 、 締 結 要 素 （ ２ ２ ） に よ り 互 い  
に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ の 刃 （ １ ８ ） お よ び 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） を 備 え 、
  各 前 記 刃 は 、
    第 １ の 端 （ ２ ４ ） お よ び 前 記 第 １ の 端 と は 反 対 側 に あ る 第 ２ の 端 （ ２ ６ ） と 、
    前 記 第 １ の 端 （ ２ ４ ） に 向 か っ て 延 び 、 切 断 要 素 を 構 成 す る 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と 、
    前 記 第 ２ の 端 （ ２ ６ ） に 向 か っ て 延 び 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た  
第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 を 備 え 、
  少 な く と も １ つ の 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２  
８ ） と 、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部  
分 （ ２ ８ ） と が 、 互 い に 異 な る 形 状 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １  
の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） の 大 き さ 、 形 、 外 側 寸 法 、 お よ び 外 縁 の 輪 郭 線 が  



10

20

30

40

50

JP 7611176 B2 2025.1.9(3)

、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と は 異 な  
り 、
  前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 前 記 第 ２ の は  
さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と が 、 互 い に 同 一 の 形 状 に 形 成 さ  
れ て お り 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と 、 前 記  
第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と が 、 互 い に 異  
な る 形 状 に 形 成 さ れ て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の  
部 分 （ ２ ８ ） の 大 き さ 、 形 、 外 側 寸 法 、 お よ び 外 縁 の 輪 郭 線 が 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４  
） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） と は 異 な り 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と 、 前 記  
第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） と が 、 互 い に 同  
一 の 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、
  全 て の 前 記 第 １ の 部 分 （ ２ ８ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 第 １ の 端 （ ２ ４ ） ま で  
延 び 、 か つ 、 全 て の 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 第 ２ の 端 （  
２ ６ ） ま で 延 び て お り 、
  前 記 第 ２ の 部 分 は 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 射 出 成 形 す る た め に 形 成 さ れ た 中 子 （ ３ ４ ） を  
備 え 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ て お  
り 、 か つ 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ て お  
り 、
  異 な る 種 類 の は さ み の 製 造 に あ た り 、 同 じ 製 造 方 法 お よ び 同 じ 製 造 器 具 を 用 い て そ れ ぞ  
れ の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） に ハ ン ド ル が 射 出 成 形 さ れ て い る こ と で 、 前 記 異 な る 種 類 の は さ み  
の 全 て の ハ ン ド ル が 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ て い る 、 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み に お い て 、 前 記 第 ２ の 部 分 （ ３ ０ ） は 触 点  
（ ３ ２ ） を 備 え 、
　 ２ 枚 の 前 記 刃 （ １ ８ ， ２ ０ ） が 互 い に 接 し て 回 転 す る と き 、 各 前 記 は さ み （ １ ２ ， １ ４  
， １ ６ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 と 、 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２  
） と が 擦 れ 合 い 、
　 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ て お  
り 、 か つ ／ ま た は 、
　 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と が 同 一 の 形 状 に 形 成 さ れ て  
い る 、 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 締 結 要 素 に よ り 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ の 刃 お よ び 第 ２ の 刃 を そ れ ぞ れ 備  
え る は さ み の 製 造 方 法 と 、 少 な く と も ２ 種 類 の 前 記 は さ み の 組 み 合 わ せ と に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 は さ み の ２ 枚 の 刃 は 、 多 く の 場 合 、 ね じ ま た は リ ベ ッ ト か ら な る 締 結 要 素 に よ り 互 い に  
連 結 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 刃 は 、 前 端 （ 「 第 １ の 端 」 と も 称 す る ） と 、 こ の 前 端 と は 反  
対 側 に あ る 後 端 （ 「 第 ２ の 端 」 と も 称 す る ） と を 備 え る 。 そ れ ぞ れ の 刃 の 前 部 （ 「 第 １ の  
部 分 」 と も 称 す る ） は 上 記 前 端 に 向 か っ て 延 び 、 切 断 要 素 を 構 成 し て い る 。 そ れ ぞ れ の 刃  
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の 後 部 （ 「 第 ２ の 部 分 」 と も 称 す る ） は 、 後 端 に 向 か っ て 延 び 、 例 え ば 射 出 成 型 部 品 と し  
て 当 該 後 部 に 射 出 形 成 ま た は 設 置 さ れ 得 る ハ ン ド ル を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 通  
常 、 こ の 後 部 に 、 ２ 枚 の 刃 が 締 結 要 素 を 中 心 と し て 回 転 す る と き に 擦 れ 合 う 触 点 が 設 け ら  
れ る 。 プ ラ ス チ ッ ク 製 の ハ ン ド ル が 取 り 付 け ら れ る 上 記 後 部 は 、 中 子 （ な か ご ） と 呼 ば れ  
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 触 点 の 設 計 は 切 断 性 能 お よ び 動 か し 易 さ に 影 響 す る 。 中 子 の 設 計 お よ び 位 置 は 各 ハ ン ド  
ル の 相 互 の 位 置 に 影 響 し 、 そ れ に よ り 、 は さ み の 人 間 工 学 に 影 響 す る 。 従 来 の 方 式 で は 、  
特 に 、 ほ と ん ど の 場 合 、 刃 は 個 別 に 製 造 さ れ 研 磨 さ れ る こ と か ら 、 は さ み の 大 き さ お よ び  
用 途 に 応 じ て 後 部 の 設 計 が 異 な る こ と が 一 般 的 で あ っ た 。 触 点 の 設 計 が 異 な る こ と に よ り  
、 は さ み の 切 断 性 能 が 異 な る こ と に な る 。 よ っ て 、 異 な る 設 計 の 中 子 は ハ ン ド ル の 取 り 付  
け に 影 響 す る 。 結 果 と し て 、 そ の 後 の 製 造 プ ロ セ ス （ 例 え ば 、 射 出 形 成 器 具 な ど ） や 研 磨  
プ ロ セ ス に お い て ワ ー ク ホ ル ダ が 異 な る こ と に な る の で 、 は さ み の 製 造 時 に 手 作 業 で の 再  
加 工 が 必 要 と な る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 改 良 さ れ た は さ み の 製 造 方 法 お よ び 製 造 が よ り 容 易 な は さ み を 提 供 す  
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 方 法 は 、 請 求 項 １ の 構 成 に よ り 定 め ら れ る 。 本 発 明 に 係 る 少 な く と も ２ 種  
類 の は さ み の 組 み 合 わ せ は 、 独 立 請 求 項 ６ お よ び ７ の そ れ ぞ れ に 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 少 な く と も １ つ の 第 １ の は さ み の 第 １ の 刃 の 前 部 と 、 少 な く と も １ つ  
の 第 ２ の は さ み の 第 １ の 刃 の 前 部 と が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の  
刃 の 後 部 と 、 前 記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 後 部 と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に  
よ り 、 異 な る 設 計 の 前 部 ま た は 切 断 要 素 を 有 す る は さ み と し つ つ も 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２  
の は さ み の 各 第 １ の 刃 の 後 部 が 同 一 の 形 状 と な る 。 こ こ で 、 は さ み の 第 １ お よ び 第 ２ の 刃  
の 後 部 、 特 に 中 子 は 、 触 点 が 互 い に 擦 れ 合 う 限 り 、 異 な る 設 計 と し て も よ い 。 こ れ に よ り  
、 非 対 称 の ハ ン ド ル 形 状 と す る こ と も 可 能 と な る 。 よ っ て 、 異 な る 用 途 の た め に 異 な る 設  
計 と さ れ た 切 断 要 素 を 有 す る は さ み に お い て 、 そ の 後 部 に 同 一 の ハ ン ド ル を 設 け る こ と が  
で き 、 か つ ／ ま た は 、 同 様 の 設 計 と さ れ た 触 点 に よ り 再 現 性 よ く 同 一 の 切 断 性 能 を 有 す る  
よ う に 作 製 で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 前 部 と 、 前 記 第 ２ の は さ み の 前  
記 第 ２ の 刃 の 前 部 と が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 後 部 と 、 前  
記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 後 部 と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場 合 、 前 記 第 １ お  
よ び 第 ２ の は さ み に お い て 各 第 ２ の 刃 の 後 部 も 同 一 に 形 成 さ れ る 一 方 で 、 前 記 第 １ お よ び  
第 ２ の は さ み の 各 第 ２ の 刃 の 前 部 は 異 な る 設 計 で あ る 。 有 利 に は 、 特 に 、 こ れ ら の は さ み  
の 各 第 １ の 刃 の 中 子 と 、 こ れ ら の は さ み の 各 第 ２ の 刃 の 中 子 と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 前 部 は 、 前 記 締 結 要 素 か ら 前 記 前 端 ま で 延 び て い て も よ い 。 こ れ に 対 応 し て 、 前 記  
後 部 が 、 前 記 締 結 要 素 か ら 前 記 後 端 ま で 延 び る 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 各 刃 の 前 部 と は 、 当 該 刃 の う ち 、 そ の 前 端 へ と 延 び る 部 分 で あ る 。 こ  
の 部 分 は 、 例 え ば 、 締 結 要 素 か ら 当 該 刃 の 前 端 ま で の 刃 部 分 全 体 で あ っ て も よ い し 、 そ の  
う ち の 一 部 分 の み で あ っ て も よ い 。 同 様 に 、 後 部 と は 、 当 該 刃 の う ち 、 そ の 後 端 ま で 延 び  
る 部 分 を 指 す 。 こ の 後 部 は 、 締 結 要 素 か ら 後 端 ま で の 刃 部 分 全 体 で あ っ て も よ い し 、 そ の  
う ち の 一 部 分 の み で あ っ て も よ い 。 よ っ て 、 重 要 と な る の は 、 ハ ン ド ル を 取 り 付 け る よ う  
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に 設 計 さ れ た 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 後 部 と 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 ２ の  
刃 の 対 応 部 分 と が 同 一 の 設 計 で あ り 、 ま た 、 該 当 す る 場 合 に は 他 の は さ み に お い て も こ れ  
ら の 部 分 が 同 一 の 設 計 で あ る こ と に よ り 、 複 数 の は さ み が 異 な る 刃 ま た は 切 断 要 素 を 備 え  
る 場 合 に 、 同 じ 器 具 を 用 い て そ れ ぞ れ の 刃 の 同 一 の 部 分 に ハ ン ド ル を 取 り 付 け る こ と が で  
き る よ う に す る こ と で 、 そ れ ら の は さ み の 製 造 を 容 易 に す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 刃 は 、 各 は さ み の 上 側 の 刃 で あ っ て も よ い し 、 下 側 の 刃 で あ っ て も よ い 。 前  
記 第 ２ の 刃 は 、 各 は さ み の 他 方 の 刃 で あ る こ と が 重 要 で あ る 。 こ の こ と か ら 、 前 記 第 １ の  
刃 が 上 側 の 刃 で あ れ ば 、 前 記 第 ２ の 刃 は 下 側 の 刃 で あ る 。 同 様 に 、 前 記 第 １ の 刃 が 各 は さ  
み の 下 側 の 刃 で あ れ ば 、 前 記 第 ２ の 刃 は 上 側 の 刃 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 後 部 は 、 例 え ば 、 当 該 後 部 に プ ラ ス チ ッ ク 製 の ハ ン ド ル を 射 出 形 成 も し く は 取 り 付  
け る こ と に よ り 、 ま た は ハ ン ド ル を 鍛 造 、 溶 接 、 も し く は 焼 結 す る こ と に よ り 、 当 該 後 部  
に ハ ン ド ル を 締 結 す る よ う に 設 計 さ れ た 中 子 を 備 え て い て も よ い 。 こ こ で は 、 前 記 第 １ の  
は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 中 子 が 、 前 記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 中 子 と 同 一 に 形 成 さ  
れ て い る 。 こ れ に 対 応 し て 又 は 代 替 的 に 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 中 子 が 、 前  
記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 中 子 と 同 一 に 形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 刃 の 前 記 後 部 は 触 点 を 備 え て い て も よ く 、 前 記 ２ 枚 の 刃 が 互 い に 接 し て 互 い に 対 し て  
回 転 す る と き 、 各 は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 前 記 触 点 と 、 前 記 第 ２ の 刃 の 前 記 触 点 と が 互 い  
に 擦 れ 合 う 。 好 ま し く は 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 前 記 触 点 は 、 前 記 第 ２ の は  
さ み の 前 記 第 １ の 刃 の 前 記 触 点 と 同 一 の 設 計 で あ り 、 か つ ／ ま た は 、 前 記 第 １ の は さ み の  
前 記 第 ２ の 刃 の 前 記 触 点 は 、 前 記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 ２ の 刃 の 前 記 触 点 と 同 一 の 設 計 で  
あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み の 組  
み 合 わ せ に 関 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 で は 、 図 面 に 言 及 し つ つ 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 第 １ の は さ み を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 第 １ の は さ み の ２ 枚 の 刃 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ の は さ み を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 同 第 ２ の は さ み の ２ 枚 の 刃 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ３ の は さ み を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 同 第 ３ の は さ み の ２ 枚 の 刃 を 示 す 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 面 に 示 さ れ た 実 施 形 態 に 係 る ３ 種 類 の は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ は そ れ ぞ れ 、 例 え ば 、  
ね じ か ら な る 締 結 要 素 （ 図 示 せ ず ） に よ り 互 い に 連 結 さ れ た ２ 枚 の 刃 １ ８ ， ２ ０ を 備 え る  
。 こ こ で 、 前 記 締 結 要 素 は 、 図 面 に 示 さ れ た ２ つ の 締 結 孔 ２ ２ を 介 し て 締 結 さ れ （ 例 え ば  
螺 合 さ れ ） 、 ２ 枚 の 刃 １ ８ ， ２ ０ は 、 締 結 さ れ 連 結 さ れ た 状 態 で 互 い に 向 か っ て 回 転 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 各 は さ み の ２ 枚 の 刃 １ ８ ， ２ ０ は そ れ ぞ れ 、 前 端 ２ ４ と 、 こ の 前 端 ２ ４ と は 反 対 側 に あ  
る 後 端 ２ ６ と を 備 え る 。 各 刃 の 前 部 ２ ８ は 、 前 端 ２ ４ か ら 締 結 開 口 ２ ２ ま で 延 び て い る 。  
各 刃 １ ８ ， ２ ０ の 後 部 ３ ０ は 、 締 結 開 口 ２ ２ か ら 後 端 ２ ６ へ と 延 び て い る 。 そ れ ぞ れ の 後  
部 ３ ０ は 、 触 点 ３ ２ と 、 中 子 ３ ４ と を 有 す る 。 各 は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ の ２ 枚 の 刃 １ ８  
， ２ ０ の 触 点 ３ ２ は 、 ２ 枚 の 刃 １ ８ ， ２ ０ が 互 い に 向 か っ て 回 転 す る と き に 、 互 い に 擦 れ  
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合 う よ う に 設 計 さ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 中 子 ３ ４ と は 、 各 刃 １ ８ ， ２ ０ に お い て 、 触 点 ３ ２ と 後 端 ２ ６ と の 間 に 延 在 し 、 比 較 的  
小 さ い 幅 を 有 す る 部 分 で あ っ て 、 例 え ば プ ラ ス チ ッ ク 製 の ハ ン ド ル を 当 該 部 分 に 射 出 形 成  
す る こ と に よ り 、 ハ ン ド ル ３ ６ を 取 り 付 け る こ と が で き る 形 状 を 有 す る 部 分 で あ る 。 こ の  
た め 、 各 刃 １ ８ ， ２ ０ の 中 子 ３ ４ に は 、 取 り 付 け ら れ た ハ ン ド ル ３ ６ の 脱 落 を 防 止 す る 凹  
部 ４ ０ が 設 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル ３ ６ が 脱 落 し な い よ う に ハ ン ド ル ３ ６ を 適 切 に 取 り 付  
け る こ と が で き る 刃 １ ８ ， ２ ０ の 中 子 ３ ４ の 形 状 に つ い て は 、 他 の 設 計 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 面 か ら 分 か る よ う に 、 そ れ ぞ れ の は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ の 刃 １ ８ ， ２ ０ の 前 部 ２ ８  
は 異 な る 設 計 を 有 す る 。 第 １ の は さ み １ ２ の 前 部 ２ ８ は 、 前 端 ２ ４ に 向 か っ て 細 く な る 設  
計 と さ れ 、 ほ ぼ 直 線 状 の エ ッ ジ を 有 す る 設 計 で あ る 。 第 ２ の は さ み １ ４ の 前 部 ２ ８ は 、 前  
端 ２ ４ の 領 域 に お い て 丸 み の あ る 形 状 で あ る 。 第 ３ の は さ み １ ６ の 前 部 ２ ８ は 、 前 端 ２ ４  
に 向 か っ て 細 く な る 設 計 と さ れ 、 湾 曲 し た エ ッ ジ を 有 す る 設 計 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ に 対 し て 、 ３ 種 類 の は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ は そ れ ぞ れ 、 刃 １ ８ ， ２ ０ の 後 部 ３ ０  
が 同 一 の 設 計 で あ る 。 結 果 と し て 、 触 点 ３ ２ お よ び 中 子 ３ ４ も 同 一 で あ る 。 こ れ に よ り 、  
３ 種 類 の は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ は そ れ ぞ れ 触 点 間 に お い て 同 一 の 摩 擦 お よ び 同 一 の 摩 擦  
挙 動 を 示 す 。 加 え て 、 ３ 種 類 の は さ み １ ２ ， １ ４ ， １ ６ の 後 部 ３ ０ に 対 し て 、 同 じ 製 造 方  
法 お よ び 同 じ 製 造 器 具 を 用 い て 、 射 出 成 形 プ ロ セ ス な ど に よ り 、 同 一 ま た は 同 様 の 設 計 の  
ハ ン ド ル ３ ６ を 取 り 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 「 同 一 の 設 計 」 や 「 同 一 の 形 状 」 な ど の 表 現 は 、 大 き さ 、 形 状 、 外  
側 寸 法 、 お よ び 外 縁 の 輪 郭 線 が 互 い に 一 致 す る こ と を 意 味 し 、 つ ま り 、 こ れ ら が 同 一 で あ  
る と い う こ と を 意 味 す る 。 こ れ に 対 し て 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 異 な る 設 計 」 や 「 異 な る  
形 状 」 な ど の 表 現 は 、 大 き さ 、 形 状 、 外 側 寸 法 、 お よ び 外 縁 の 輪 郭 線 が 相 違 す る こ と を 意  
味 し 、 つ ま り 、 こ れ ら が 互 い に 異 な る と い う こ と を 意 味 す る 。
  な お 、 本 発 明 は 、 実 施 の 態 様 と し て 以 下 の 内 容 を 含 む 。
［ 態 様 １ ］
  は さ み （ １ ２ ， １ ４ ， １ ６ ） の 製 造 方 法 で あ っ て 、
  各 前 記 は さ み は 、 締 結 要 素 （ ２ ２ ） に よ り 互 い に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ の 刃 （ １ ８  
） お よ び 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） を 備 え 、
  各 前 記 刃 は 、
    前 端 （ ２ ４ ） お よ び 前 記 前 端 と は 反 対 側 に あ る 後 端 （ ２ ６ ） と 、
    前 記 前 端 （ ２ ４ ） に 向 か っ て 延 び 、 切 断 要 素 を 構 成 す る 前 部 （ ２ ８ ） と 、
    前 記 後 端 （ ２ ６ ） に 向 か っ て 延 び 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 後 部  
（ ３ ０ ） と 、 を 備 え 、
  少 な く と も １ つ の 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 前 部 （ ２ ８ ） と  
、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 前 部 （ ２ ８ ） と  
が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０ ） と 、  
前 記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０ ） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る  
、 方 法 。
［ 態 様 ２ ］
  態 様 １ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前  
記 前 部 （ ２ ８ ） と 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 前 部 （ ２ ８  
） と が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 後 部  
（ ３ ０ ） と 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０ ） と が  
同 一 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
［ 態 様 ３ ］
  態 様 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 前 部 （ ２ ８ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら  
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前 記 前 端 （ ２ ４ ） ま で 延 び 、 か つ ／ ま た は 、 前 記 後 部 （ ３ ０ ） が 前 記 締 結 要 素 （ ２ ２ ） か  
ら 前 記 後 端 （ ２ ６ ） ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
［ 態 様 ４ ］
  態 様 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 後 部 は 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を  
締 結 す る よ う に 設 計 さ れ た 中 子 （ ３ ４ ） を 備 え 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 か  
つ ／ ま た は 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 方 法 。
［ 態 様 ５ ］
  態 様 １ か ら ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 後 部 （ ３ ０ ） は 触 点 （ ３ ２ ）  
を 備 え 、
  ２ 枚 の 前 記 刃 （ １ ８ ， ２ ０ ） が 互 い に 接 し て 回 転 す る と き 、 各 前 記 は さ み （ １ ２ ， １ ４  
， １ ６ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 と 、 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２  
） と が 擦 れ 合 い 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 か  
つ ／ ま た は 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 方 法 。
［ 態 様 ６ ］
  態 様 １ か ら ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 少 な く と も ２ 種 類 の は さ み  
（ １ ２ ， １ ４ ， １ ６ ） の 組 み 合 わ せ 。
［ 態 様 ７ ］
  少 な く と も ２ 種 類 の は さ み （ １ ２ ， １ ４ ， １ ６ ） の 前 記 組 み 合 わ せ で あ っ て 、
  各 前 記 は さ み は 、 締 結 要 素 （ ２ ２ ） に よ り 互 い に 回 転 可 能 に 連 結 さ れ た 第 １ の 刃 （ １ ８  
） お よ び 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） を 備 え 、
  各 前 記 刃 は 、
    前 端 （ ２ ４ ） お よ び 前 記 前 端 と は 反 対 側 に あ る 後 端 （ ２ ６ ） と 、
    前 記 前 端 （ ２ ４ ） に 向 か っ て 延 び 、 切 断 要 素 を 構 成 す る 前 部 （ ２ ８ ） と 、
    前 記 後 端 （ ２ ６ ） に 向 か っ て 延 び 、 ハ ン ド ル （ ３ ６ ） を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 後 部  
（ ３ ０ ） と 、 を 備 え 、
  少 な く と も １ つ の 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 前 部 （ ２ ８ ） と  
、 少 な く と も １ つ の 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 前 部 （ ２ ８ ） と  
が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０ ） と 、  
前 記 第 ２ の は さ み の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０ ） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る  
、 組 み 合 わ せ 。
［ 態 様 ８ ］
  態 様 ７ に 記 載 の 組 み 合 わ せ に お い て 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０  
） の 前 記 前 部 （ ２ ８ ） と 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 前 部  
（ ２ ８ ） と が 異 な る 設 計 で あ り 、 前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前  
記 後 部 （ ３ ０ ） と 、 前 記 第 ２ の は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 後 部 （ ３ ０  
） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 組 み 合 わ せ 。
［ 態 様 ９ ］
  態 様 ６ か ら ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 み 合 わ せ に お い て 、 前 記 前 部 （ ２ ８ ） が 前 記 締  
結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 前 端 （ ２ ４ ） ま で 延 び 、 か つ ／ ま た は 、 前 記 後 部 （ ３ ０ ） が 前 記  
締 結 要 素 （ ２ ２ ） か ら 前 記 後 端 （ ２ ６ ） ま で 延 び て い る こ と を 特 徴 と す る 組 み 合 わ せ 。
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［ 態 様 １ ０ ］
  態 様 ６ か ら ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 み 合 わ せ に お い て 、 前 記 後 部 は 、 ハ ン ド ル （ ３  
６ ） を 締 結 す る よ う に 設 計 さ れ た 中 子 （ ３ ４ ） を 備 え 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 同 一 に 形 成 さ れ て お り 、 か  
つ ／ ま た は 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 中 子 （ ３ ４ ） と が 同 一 に 形 成 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 組 み 合 わ せ 。
［ 態 様 １ １ ］
  態 様 ６ か ら １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 み 合 わ せ に お い て 、 前 記 後 部 （ ３ ０ ） は 触 点  
（ ３ ２ ） を 備 え 、
  ２ 枚 の 前 記 刃 （ １ ８ ， ２ ０ ） が 互 い に 接 し て 回 転 す る と き 、 各 前 記 は さ み （ １ ２ ， １ ４  
， １ ６ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 と 、 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２  
） と が 擦 れ 合 い 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） は 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 １ の 刃 （ １ ８ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 同 一 に 設 計 さ れ て お り 、 か  
つ ／ ま た は 、
  前 記 第 １ の は さ み （ １ ２ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と 、 前 記 第 ２ の  
は さ み （ １ ４ ） の 前 記 第 ２ の 刃 （ ２ ０ ） の 前 記 触 点 （ ３ ２ ） と が 同 一 に 設 計 さ れ て い る こ  
と を 特 徴 と す る 組 み 合 わ せ 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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